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第１部 

ICT 機器等の活⽤実践事例 
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「読むこと」に困難さがある児童への支援 

Ⅰ ⼀⻫学習 ＞ 学習補助 

支援のねらい 
・ 音声による読み上げにより「読み」の困難さを補うことで、読みを流ちょうにすることや 

内容の理解へつなげる。 

困難さの背景 

・ 不注意があるため、似た字を間違いやすい。 
・ 記憶に課題があり、漢字等の多様な読み方を想起することが難しい。 
・ 語彙が少ないため、⽂中から単語を認識することが難しい。 
・ ⽂字と音を⼀致させることに苦手さがある。 

困難さとして⾒られる姿（例）※は好んで⾏う⾏動の例

・ ⽂章を読むことに時間がかかる。 
・ 拾い読みになることが多い。 
・ 初めての⽂章だと過度に時間がかかったり、不正確であったりする。 
・ 不適切な場所で切って読んだり、続けるべきではないところを続けて読んだりしてしまう。
・ ⽂章を読めるが、正確に内容が理解できない。 
※ 図鑑や絵本など、画像の情報が多いものを好む。 
※ 音読や読書を避けたがるが、読み聞かせは好き。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
音声教材を活⽤する。 

 
マルチメディアデイジー図書 

（公益財団法人 
⽇本障害者リハビリ 
テーション協会） 

 
 わいわい文庫 
 （公益財団法人 

伊藤忠記念財団） 
 
  
 ｉＢｏｏｋｓ 
  

■活⽤事例２︓ 
音声教材を作成する。 

 
タッチ＆リード 
（株式会社 

エイタックラボ） 
   
 
 和太鼓 
 Microsoft Word 

読上げソフト 
  
 
 ひなぎく 
 マルチメディア 

デイジー図書の作成 

■活⽤事例３︓ 
OCR でテキストを取り込み
読み上げる。 

 
 
iPad 
「VoiceOver」 

機能の活⽤ 
 
 
 
 Windows 
 「ナレーター」 

の活⽤ 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 音声読み上げによる「音」の補助を⾏うことで、⽂章の内容を理解しやすくする。 
・ 読み上げている箇所をハイライト（網掛け等）等で表⽰する視覚的なガイドによって、

読み上げている箇所に注意が向き、音に合わせて⽂字を追えるようにする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第３学年・読書活動︓電⼦書籍の活⽤ 
・ 学級にいる児童全員に「マルチメディアデイジー図書」の説明と障害の理解啓発のための

授業として、音声読み上げによる情報がある方が理解しやすい人がいることについて説明し
た。 

・ 対象児童に対して、個別学習の場⾯で使⽤方法の指導を⾏った。 
・ ⾃分が読みたい図書が選択できるように、図書の表紙画像を付けた⼀覧をファイルにして

提⽰した。 
・ 図書⼀覧のファイルから読みたい図書を選び、機器を操作して実際に読んだ。 
・ 周囲に人がいても、読書が楽しめるように、ヘッドホンの使い方についても指導した。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 音声読み上げと視覚的なガイドの支援があることで、読みやすさや分かりやすさを実感する

ことができた。 
・ 「分かる」ことが「楽しい」という気持ちに広がり、「もっと読みたい」という意欲につな

がった。 
・ ⾃分にとって「音声の支援」が⼤切だということを実感することで、他の場⾯でも支援を 

求められるようになった。 

図書の画像を付けた⼀覧ファイル ヘッドホンの使⽤ 
教室でも読める環境を整備 

実践事例 電⼦書籍の活⽤ 
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「書くこと」に困難さがある児童への支援 

Ⅰ ⼀⻫学習 ＞ 学習補助 

支援のねらい 
・ 手元に手本を持たせることで、書きの速度の向上や字形の改善につなげる。 

困難さの背景 

・ ⽂字の想起に課題があり、正しく思い出せない。 
・ ⽂字の形を捉えることに困難さがあり、⾒ただけでは正しく書くことが難しい。 
・ 不注意があり、細部の情報を⾒落としてしまう。 
・ 短期の記憶に困難さがあり、⾒たものを覚えて、再現することが難しい。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 板書をノートに書き写す際、頻繁に⿊板を確認する様⼦が⾒られる。 
・ 誤字脱字が多い。 
・ 書いてある⾔葉を語のまとまりで捉えにくい。 
・ 様々な場⾯で、書くことを嫌がる。 
・ ⽂字の形が整わず、後で読み返すことができない。 
・ 時間内にノートが書き終わらない。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
板書をカメラで撮影し、手元の手本とする。
 
タブレット PC 等のカメラ機能の活⽤ 
・ タブレット PC のカメラ機能で撮影し、

手元で表⽰させて書き写す。 
・ 撮影した板書の写真を、拡⼤したり、 

背景や⽂字色、コントラストを変えて、 
本人が⾒やすいように配慮する。 

■支援事例２︓ 
代替手段として機器を活⽤する。 
 
代替手段１︓音声入⼒の活⽤ 
Kool 
音声入⼒アプリケーション 

  
  
 
 代替手段２︓キーボード入⼒の活⽤ 
 ひらがな入⼒、ローマ字入⼒、 
 50 音スクリーンキーボード 
 フリック入⼒ 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ タブレット PC を活⽤し、拡⼤できる手本を手元に持たせ確認できるようにすることで、正

しい形で漢字を書く練習ができるようにする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第６学年・国語 新出漢字の学習︓タブレット PC のカメラ機能の活⽤ 
・ ⿊板に書いてある手本、又はテキストに書いてある手本を、タブレット PC のカメラ機能

で写真に撮った。 
・ 手元で表⽰するだけではなく、タブレット PC 上で拡⼤して表⽰できることで、⽂字の

細部の情報を確認しやすくした。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 細部を確かめながら⾃分で学習が進められることで、安心して学習に取り組めるように

なった。 
・ 正しい形を手元で確認しながら練習できることで、間違いが減った。 
・ 正しく繰り返し練習ができることで、使える漢字が増えた。 

実践事例 タブレット PC のカメラ機能の活⽤ 
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ノートをとることに困難さがある児童への支援 

Ⅰ ⼀⻫学習 ＞ 学習補助 

支援のねらい 
・ 本人の特性に応じたノートをとる方法を知り、学習の記録や定着につなげる。 

困難さの背景 

・ ⽂字を構成する辺やつくりに分けて捉えることが難しい。 
・ 線の位置や方向などを、⾒ただけでは捉えにくい。 
・ 不器⽤さがあり、筆記具をうまくコントロールできない。 
・ 短期記憶に課題があり、⾒た物を記憶に留めておくことができない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 手書きでは、時間内にノートに写し切れない。 
・ ノートに写すことに負担が⼤きく内容の理解にまで至らない。 
・ 様々な場⾯で、書くことを嫌がる。 
・ ⽂字の形が整わず、後で読み返すことができない。 
・ 筆圧が安定しない。 
・ 手本を⾒ながらでも、正しく書くことができない。 
 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例︓本⼈の実態に応じた入⼒方法を選択し、学びを促進する。 
 
方法１︓ノートに記録する分量を個に応じて調整する。 

・ キーワードを抽出しノートに記録させる。 
・ 要約した⽂をノートに記録させる。 

 
方法２︓記録するツールとして機器を活⽤する。 

・ タブレット PC のカメラ機能で撮影した画像を手書き⽂字をデジタル化できる 
アプリケーションを使⽤し、重要事項に印を付けるなどしてノートの代わりに 
する。 

・ 音声入⼒やキーボード入⼒に方法を代替する。 
Microsoft OneNote   MetaMoJi Note    7notes SP 

 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 機器等による支援の目的 
・ ノートに書き写すことの代替手段で学習のまとめを記録し、学習の定着につなげていく。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○  
・ 板書は、担任が撮影した。 
・ 撮影した板書の画像をアプリケーションに貼り付け、他の児童が板書を写している時間に、

今⽇の授業のポイントを板書の画像や教科書を⾒ながらまとめていった。 
・ ⼤切だと思う部分に線を引いたり、枠囲みしたりして、強調して学習のまとめを⾏った。

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 可能な方法で板書の記録ができるようになったことで、学習した内容を入⼒しながら再確認

していく機会ができ、学習内容の定着につながった。 
・ ノートがとれるようになり、授業の内容が分かることで、学習の意欲につながった。 
・ 後で⾒直すことで、⼤切な情報を確実に学習できるようになった。 

実践事例 ノートに書き写すためのアプリケーションの活⽤ 

補足の⾔葉や、手書きの線を入⼒し
て関係を確認する。 
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家庭学習にタブレット PC を活⽤した学習補助 

Ⅰ ⼀⻫学習 ＞ 学習補助 

支援のねらい 
・ 宿題の内容や量を本人の特性に合わせて調節することで、学習を積み重ねやすくする。 
・ 宿題等の課題をやりきれること、結果が出せることを経験することで、学習意欲につなげる。
 

困難さの背景 

・ 学習の⾒通しがもちにくく、複数の課題が出ると、何をしてよいのか分からなくなる。 
・ 障害による困難さを踏まえた課題となっていない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 宿題を終えるのに膨⼤な時間がかかる。 
・ 間違いに気が付かず、同じ間違いを繰り返してしまっている。 
・ 宿題を終わらせることが精⼀杯で、理解や学習内容の定着に至らない。 
・ 宿題を終わらせられず、提出できないことが多い。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）
 
■活⽤事例︓本⼈の特性に合った課題に変更して⼦供の学びの促進を図る。 
 
 常⽤漢字筆順辞典    ⼩４漢字ドリル - ⼩学校で学ぶ漢字 200 字︕ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

計算問題の宿題（例） 
九九表、算数辞典等の補助を加えて⾏う。 
実態にあった難易度の問題を設定する。 
回答の方法を、選択方式、又は抜き書きで⽰す。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ ⼀画ずつガイドすることで、字画や⽂字の形等を捉える困難さを補い、正しい⽂字の練習が

できるようにする。 
・ 書くことへの困難さへの負担を軽減して、繰り返しの学習を可能にし、定着につなげる。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 正しく繰り返し学習できるようになり、漢字の定着が進んだ。 
・ ⾒通しがもてる方法になったことで、意欲的に学習に向かえるようになった。 

実践事例 漢字学習⽤アプリケーションの活⽤ 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第４学年・国語︓漢字学習アプリケーションの活⽤ 
・ 漢字の書き取り等を⾏う前に、筆順辞典で書き方を確認した。 
・ アプリ「⼩４漢字ドリル - ⼩学校で学ぶ漢字 200 字︕」を使⽤し、漢字練習の宿題と

して学習した。 
・ 次の単元の新出漢字 10 ⽂字を宿題で事前に練習することにより、授業へ参加しやすく 

した。 
・ 担任が、タブレット PC に記録された練習の履歴を確認して評価した。 
※ タブレット PC で、練習したページを静止画像に撮り、学校のアドレスにメールで送る 

ことや、家庭で印刷して提出といった方法も可能である。 

手本からノートに書き写したが、

どこが違うか分からなかった。 

書き順を見せて「ここは要らない

よ」と言うが伝わらない。 

紙のノートで練習すると、間違い

続け、定着が難しかった。 

「筆順辞典」で⼀画ずつ確認した。 

「⼩４漢字ドリル - ⼩学校で学ぶ漢字 200 字︕」 
始点、終点、方向が⼀画ずつ表⽰される

ことで、形等を捉えることが不得意でも
正しく練習ができる。 

児童の実態（例） 
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有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 

 
 
マルチメディアデイジー図書 

 （公益財団法人⽇本障害者 
リハビリテーション協会） 

 
 
 わいわい文庫 
 （公益財団法人 

伊藤忠記念財団） 

■活⽤事例２︓ 

 
辞典アプリケーションの活⽤、 
手書き入⼒機能の活⽤ 

■活⽤事例３︓ 

 
デジタル単語帳の作成 
漢字の読みの習熟アプリケーションの活⽤ 
「入⼒して解答」や「選択して解答」の活⽤

 漢字の読みが定着していない児童への支援 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「読み」 

支援のねらい 
・ 特性に応じた読みの確認方法を活⽤して、繰り返し読む練習をすることで、熟語の読みの 

想起をスムーズにしていく。 

困難さの背景 

・ 不注意が⾼く、似た字を間違いやすい。 
・ 記憶に課題があり、多様な読み方の想起が難しい。 
・ 語彙が少なく、⾔葉として浮かびにくい。 
・ ⽂字を⾒て音を想起することに苦手さがある。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 似た形の漢字を、頻繁に読み間違えたり書き間違えたりする。 
・ 読めない漢字が多く、音読がスムーズにできない。 
・ 熟語の読みが正しく覚えられていないだけでなく、読めそうな⽂字に先に目が向くため、全

く違う読み方をしていても気付けないことがある。 
例） 「垂直」という字を「直」に目が向き、「ちょくしん」と「直」で始まる⾔葉で読

んでしまう。 
・ 漢字の部分を読まずに、前後の⽂脈で内容を想像しているときがあるので、テストやプリン

トでは間違いが多い。 
・ 漢字ノートで練習した直後に読み方を聞いても、答えられない時がある。 
・ 視写はできるが、聴写になると平仮名ばかりになる。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 事前に音と漢字を⼀致させる学習を⾏うことで、スムーズに読みが想起できるようにする。
・ 漢字の読みを想起できる状態で授業を受けることで、熟語の意味をイメージしやすくし、 

読みの定着へつなげる。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第４学年・国語︓アプリ「i 暗記」の導入 
・ 次の単元の新出漢字と、初回の音読で、読めなかった熟語についてアプリ「i 暗記」を 

使⽤して単語帳を作成した。 
・ 単語帳を使って熟語の読みを確認してから、音読の宿題に取組んだ。 

※ アプリ「i 暗記」には、分からなかったり、間違えたりしたカードだけを再度練習でき
る機能があるので、未習得の内容を繰り返し練習することができる。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 正しい読みを、その都度、確認できるので、安心して学習に取組むことができた。 
・ アプリを使⽤し、反復練習がしやすくなったことで定着につながった。 
・ 熟語カードを作ることで、音を意識して改めて漢字を⾃分で捉え直すことができた。 

例） 「説明」という熟語であれば、単語帳を作る過程で「せつめい」という音と「説明」
の⽂字を⼀致させる活動があるため⽂字と読みを確認できる。 

「i 暗記」を活⽤した事例 
東京⼤学先端科学技術研究センター 
平成 24 年度 魔法のプロジェクト 
「魔法のじゅうたん」事例参照 

新出漢字の熟語をカードに変換 

実践事例 デジタル化して作成した単語帳の活⽤ 
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文章の内容理解に困難さのある児童への支援 

支援のねらい 
・ 視覚情報を活⽤し、書かれている内容をイメージしながら読めるようにする。 

困難さの背景 

・ ⽂章から状況を想起することに課題があり、⽂字情報からだけでは書かれている内容をイメ
ージすることが難しい。 

・ 語彙が少なく、読めてもその⽰す内容が分からないことがある。 
 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ すらすらと読んでいるが、内容を問われても分からないことがある。 
・ 登場人物が多くなると、どれが誰の⾔動か混乱することがある。 
・ 意味としておかしい場所で区切ったり、区切るべき場所を続けて読んだりしてしまう。 
・ 慣⽤句や⽐喩などの意味が分からない。 
 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
調べられる方法を多様にもちイメージ化しや
すくする。 
 
インターネット検索の活⽤ 
・Youtube ・画像検索  等 
 
 
NHK for School の活⽤ 
NHK デジタル教材 
 
 
辞書アプリケーションの活⽤ 
 

■活⽤事例２︓ 
文章の構成を可視化することで、内容を 
捉えやすくする。 
 
マインドマップ作成アプリケーション 
 
SimpleMind＋ 
 
 

   
 M8! – Mind Map 

 
  

Ⅱ 個別学習 ＞ 「読み」 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 事前に動画を⾒せておくことで物語全体のイメージをつかませる。 
・ イメージの湧きにくい⾔葉の画像を検索し、⾒せることで内容理解を促す。 

ICT 機器等の活⽤概要 
 

・ 単元に入る前に、ウェブ検索をして「かさこじぞう」の動画を視聴した。 
・ 場⾯ごとの内容を読み取っていく際、イメージできていない⾔葉について、画像検索をして

⾔葉が⽰す内容を確認をした。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ ⼤まかな場⾯の様⼦や登場人物の関係が把握できたことで、物語の流れを理解して学習に向

かうことができた。 
・ インターネットによる画像検索を活⽤することで、調べる負担が減った。そのため「分から

ないことは調べて解決する」ことへの意欲につながった。 

実践事例 動画教材や画像検索の活⽤ 

⺠話はそのままだと、⽇常⽣活にない語彙が多く、
調べるのも難しいことが多い。 

分からない⾔葉は画像検索し、イメージ化を図る。

動画の視聴 
事前に⼤まかなストーリーを 
把握する。 
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読み飛ばしや勝手読みのある児童への支援 

支援のねらい 
・ 読んでいる箇所を逐次確認する方法を獲得することで、正しく読むことを支えていく。 

困難さの背景 

・ 不注意により、今どこを読んでいるか分からなくなりやすい。 
・ 思い込みで判断してしまいがちなため、間違いが多い。 
・ 眼球運動に課題があり、追視がうまく機能していない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ ⾔葉を読み⾶ばしてしまったり、⽂末を作って読んでしまったりすることがある。 
・ ⾏を移る時に移動先を⾒誤って、違う⾏を読んでしまうことがある。 
・ 間違った読み方をしていても、不⾃然さに⾃分で気付けない。 
・ 指で⽂字を追いながら読む。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

Ⅱ 個別学習 ＞ 「読み」 

■活⽤事例１︓ 
「音」を補うことで、情報の間違いを防ぐ。 

■活⽤事例２︓ 
ハイライトを活⽤することで、今どこを読ん
でいるのかを確認できるようにする。 

 
マルチメディアデイジー図書   和太鼓 
（公益財団法人⽇本障害者    Microsoft Word 

リハビリテーション協会）   読上げソフト 
 

 
 
 
タッチ＆リード       ひなぎく 
（株式会社         マルチメディア 

エイタックラボ）    デイジー図書の作成 
 
 
 
 

 

■活⽤事例３︓ 
眼球運動のトレーニングにつながるアプ
リケーションやソフトに取り組む。 

 
視覚機能トレーニングソフト 
視覚機能に困難のある⼦どものための 
トレーニングソフト 

 
  

ビジョントレーニング II for iPad 
  

■活⽤事例４︓ 
動画や画像でイメージを補い、書かれてい
る⾔葉を予想しながら読むことで、間違い
にくくする。 

 
・YouTube ・画像検索 ・NHKforSchool 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 音声情報と視覚的なガイドの手掛かりを得ることで、正しく読めるようにする。 

ICT 機器等の活⽤概要 
○ ⼩学校第３学年・国語︓電⼦書籍の活⽤ 

・ 背景色、⽂字色、ハイライトの色、音声のスピード、⽂字の⼤きさなどを、⾃分にとっ
て分かりやすいものに調整した。 

・ 範読の後に続いて読むことができるようにした。 
・ 新しい単元の学習に入る前に、家庭学習でデイジー図書を使⽤した音読に取り組んでお

くようにした。 
・ 授業場⾯でも、⻑い分量を読む必要があるときはデイジー図書を使った。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 音を手掛かりにして読むことを繰り返す中で、⾔葉のまとまりや話の流れが分かり、音がな

い時でも、読み間違いが減ってきた。 
・ 単語ごとにガイドが進んでいくのを⾒ながら読んでいくことで、視線の動かし方や単語を 

意識した読みができるようになった。 
・ 読み間違いが減ることで、正しく理解できるようになった。 

実践事例 電⼦書籍の活⽤ 
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文字から音がスムーズに出てこない児童への支援 

支援のねらい 
・ ⽂字情報に音声情報を補うことで、読み取りをスムーズにしていく。 

困難さの背景 

・ ⽂字をスムーズに音に変換できない。 
・ ⾔葉の切れ目の⾒通しがもちづらい。 

困難さとして⾒られる姿（例）※は好んで⾏う⾏動の例

・ 拾い読みになることが多い。 
・ 何度も繰り返して読んだ物や、友達が読むのを聞いた物については、⽐較的スムーズに 

読めるが、初めての⽂章だと、過度に時間がかかってしまう。 
・ 不適切な場所で切って読んだり、続けるべきではないところを続けて読んだりしてしまう。
・ テストになると、過度に時間がかかる。 
・ ⽇常の理解⼒に⽐べて、ペーパーテストの点数が極端に低い。 
※ 音読や読書を避けたがるが、読み聞かせは好き。 
※ 図鑑や絵本など、画像の情報が多いものを好む。 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「読み」 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
音声教材を活⽤する。 

 
マルチメディアデイジー図書 

（公益財団法人 
⽇本障害者リハビリ 
テーション協会） 

 
 わいわい文庫 
 （公益財団法人 

伊藤忠記念財団） 
 
  
 ｉＢｏｏｋｓ 
  

■活⽤事例２︓ 
音声教材を作成する。 

 
タッチ＆リード 
（株式会社 

エイタックラボ） 
  
 和太鼓 
 Microsoft Word 

読上げソフト 
  
 
 ひなぎく 
 マルチメディア 

デイジー図書の作成 

■活⽤事例３︓ 
基本機能にある読み上げを活
⽤する。 

 
 
iPad 
「VoiceOver」 

機能の活⽤ 
 
 
 
 Windows 
 「ナレーター」 

の活⽤ 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 音声による読み上げ補助を取り入れたテストを⾏うことで、問題⽂を正確に理解できるよう

にする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第３学年・国語︓プレゼンテーションソフトを使ってオーディオを貼り付け
・ 事前にテストを撮影し、プレゼンテーションソフトのスライドに貼り付け、音声を付けた。
・ スライドショーでなく、プレゼンテーション作成画⾯のままで使⽤することで、⾒たい 

場⾯を選択しやすくした。 
・ 手元にあるテストと同じ⾒た目の画⾯を表⽰したタブレット PC をタップして、⾃分が 

読みたい部分を読み上げさせながら問題に取り組ませた。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 音を補うことで問われている内容を理解することができた。 
・ 音声読み上げ補助のあるテストで評価を受けたことで、内容理解に対して正当な評価を受け

ることができた。 
・ 分かっていることをきちんと評価してもらえることで、⾃信が⾼まり、学びの意欲につなが

った。 

実践事例 音声貼り付け教材の活⽤ 

※DO-IT  School ディスレクシアプログラム報告書参照 
https://doit-japan.org/2016/download/Dyslexia2013 井上.pdf 

 
上記の事例では、紙の情報だけで取り組んだ時に 0 点だったテストが、音を付けたことで

100 点に変わったという事例が報告されています。 

画像を撮影してスライドに音を付ける事例
「そうか︕」チャート事例参照
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有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
音との⼀致の機会を増やし、正しい表記を 
意識付ける。 
 
 
DAISY 教科書、わいわい文庫等の活⽤ 

音声教材を使うことで、音と表記を⼀致さ
せる機会を増やす。 

 
 音声入⼒装置、Kool（音声アプリ）の活⽤

音声入⼒で正しい表記を確認してから書
き写す。 

■活⽤事例２︓ 
音韻認識の発達を促すアプリケーションを
活⽤する。 
 
多層指導モデル MIM 
（株式会社学研教育みらい） 
 
 
 
ひらがなトレーニング 
（明治図書） 
 

■活⽤事例３︓タブレット PC 等を使⽤し、入⼒した文字を読上げて、⾃分で間違いに気付いて
修正する体験を重ねる。 

 特殊音節の読み書きに困難さがある児童への支援 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「書き」 

支援のねらい 
・ 音と⽂字を⼀致させる方法を知ることで、正しく特殊音節を表記できるようにする。 
・ 予測変換で⽰された選択肢の中から正しく表記された語を選択できるようにする。 

困難さの背景 

・ ⾔葉を音に変換することに苦手さがある。 
・ 音声から⽂字を想起しにくい。 
・ 不注意により、思い込んで読んでしまうことが多いため、間違いに気付きにくい。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 聴写（読み上げを聞いて⽂字を書くこと）では、⽂字が抜けてしまう。 
・ 促音を書き落としやすく、読み返しても気付くことができない。 
・ 拗音、拗⻑音の表記を間違いやすく、読み返しても気付くことができない。 
・ 同じ間違いを何度も繰り返してしまい、特殊音節の表記が定着しづらい。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 予測変換を活⽤することで、正しい表記を選択することができるようにする。 
・ ⾒ただけでは気付けなかったことに、「聞いて確認する」という補助を受けることで、⾃分

で気付くことができるようにする。 
 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第５学年・国語 作文︓ワープロソフトの導入 
・ アプリケーションを活⽤し、⾃分のやりやすい入⼒方法を選択して、作⽂した。 

(事例の児童は、手書き入⼒がやりやすいとのことで、手書き→テキストの変換を使った。)
・ 特殊音節は、予測変換を活⽤し、選択することで正しい表記を身に付けていった。 
・ 書き終わったものを読み上げ機能で確認し、推こうした。 
・ できあがったものを手本にして、清書した。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 予測変換から選択していくことを繰り返す中で、正しい表記を身に付けていった。 
・ ⾒ただけでは気付けなくても、「聞いて気付く」ことができることで、⾃⼰解決の手⽴てが

広がった。 
・ ⾃分で選択したり、確認したりするという作業で作った原稿を清書することで、正しく表記

する経験を重ねることができた。 

①  手書きによる入⼒と予測変換
を活⽤し、作⽂を⾏っていく。

実践事例 予測変換と読み上げ機能の活⽤ 

②  読み上げ機能を
活⽤し、⽂の推こう
を⾏った。 

 

③  できあがった作⽂を縦書き表⽰し、
原稿⽤紙に清書した。 
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字形が整いにくい児童への支援 

支援のねらい 
・ ⽂字の線の位置や方向性などを捉えやすくすることで、整った⽂字を書くことができる 

ようにする。 
・ 手書き以外の代替手段を知り、⾃分で「書くこと」の方法を獲得する。 

困難さの背景 

・ ⽂字を辺やつくりなどに分解して、捉えることが苦手である。 
・ 線の位置や方向性などを、⾒ただけでは捉えにくい。 
・ 不器⽤さがあり、筆記具をうまく使うことが難しい。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 書くことを嫌がることが多い。 
・ ノートや連絡帳を書きたがらない。 
・ ⽂字の形が整わず、後で読み返すことができない。 
・ 筆圧が安定していない。 
・ 手本を⾒ながらでも、正しく視写することができない。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
タブレット PC の基本機能を活⽤することで
辺やつくりなどを捉えやすくする。 
「そうか︕」チャート 
写真撮影で拡大 
カメラ機能で拡⼤表⽰させる。 

■活⽤事例３︓ 
文字を正しく捉えるガイドのあるアプリ
ケーションを活⽤する。 

 １日 10 分で絵が上手になるアプリ 
全体の形を構成要素に分けて１⾏程ずつ確認する体
験につなげる。 
⼩学生漢字ドリル 
始点、終点、方向性が⼀画ごとに⽰されることで、
線の位置や方向性を正しく確認しながら練習するこ
とができる。 
 
ひらがなおけいこ(ミライプロジェクト) 
かたかなおけいこ(ミライプロジェクト) 
⼩学生漢字ドリル(ミライプロジェクト) 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「書き」 

■活⽤事例２︓ 
手書き以外の代替手段として機器を活⽤する。
 
音声入⼒（音声入⼒装置の活⽤） 
キーボード入⼒ 
（平仮名入⼒、ローマ字入⼒、 

50 音キーボード、フリック入⼒等） 

■活⽤事例４︓活⽤事例２をとった場合の教材を作成する。 
 

           
「そうか︕」チャート    「そうか︕」チャート   「そうか︕」チャート 
PowerPoint の     OneNote でノートテイク   OneNote での 
ノートテンプレートを活⽤する      「ことば辞典」づくり 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 漢字の書き順ガイドに沿って、なぞりながら正しい⽂字を書けるようにする。 
・ 正しく書く経験を積み重ねることで、「書くこと」への意欲を⾼めていく。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第２学年・国語（新出漢字）︓デジタル筆順辞典の活⽤ 
・ 漢字を手書き入⼒で調べられるアプリケーションを活⽤した。 
・ 手書き入⼒で予測された漢字の中から、目的の漢字を選んだ。 
・ タブレット PC の⼤きな画⾯で、⼀画ずつ書き順や線の動きを確認しながら、字形を 

確認し練習した。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容

・ タブレット PC の⼤きな画⾯に、直接、指で書くことで、不器⽤さのある児童にも取り組み
やすい学習となった。 

・ タブレット PC に字を正しく認識させたいという思いから、普段よりゆっくりと⽂字を書く
ことができた。 

・ 漢字の書き順ガイドに沿ってなぞることで、正しく書く経験につながり、「できた」という
達成感が学習意欲を向上させた。 

実践事例 デジタル筆順辞典の活⽤ 

指で⼀画ずつ書き順ガイドに沿ってなぞることで、 
正しい書き順や字形を学習することができる。
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漢字を使いたがらない児童への支援 

支援のねらい 
・ 想起できない漢字を確認できる方法を知ることで、漢字を使う機会を増やしていく。 
・ 手書き以外の代替手段を活⽤することで、漢字を正しく使う経験を増やしていく。 

困難さの背景 

・ 不注意があり、細部の情報を⾒落としてしまう。 
・ 想起することに課題があり、正しく思い出せない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 手本を⾒ながらでも、漢字を間違って表記してしまう。 
・ 漢字テストに向けて、練習をしているのに点数が取れない。 

誤表記の例）線が抜ける又は多い、部首（へんとつくり）が逆になる、部首を間違う、 
似た字を書いてしまう等の細かなミスがある。 

・ 書いた字を⾒返しても、間違いに気付けない。 
・ ⽂章を書くことはできるが、考えたことをすらすら書こうとすると、平仮名ばかりになる。
・ 読みの場⾯で、似た⽂字を読み間違う。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

Ⅱ 個別学習 ＞ 「書き」 

■活⽤事例３︓調べる方法をもつことで、正しく書ける⾒通しを支える。 
辞典アプリケーションの活⽤ 
メモアプリケーションの活⽤ 

予測変換の機能を使うことで、辞典のように⾔い切りの形に直さなくても、調べたい⾔葉のまま
で調べることができる。 
例）「帰って」という漢字を調べたい時、辞典であれば「帰る」「帰り」としないと探せないが、 

メモアプリケーションで「かえって」と入⼒し、変換すると探すことができる。 

■活⽤事例１︓ 
タブレット PC の基本機能を活⽤すること
で辺やつくりなどの文字の要素を捉えやす
くする。 
カメラ機能で拡⼤表⽰させる。 
背景や⽂字色、コントラストを変えて、⾒やす

くする 

■活⽤事例２︓ 
手書き以外の代替え手段として機器を活⽤
する。 

・音声入⼒の活⽤→Kool（音声入⼒アプリケーション）
・キーボード入⼒の活⽤ 

ひらがな入⼒、ローマ字入⼒、 
50 音スクリーンキーボード、フリック入⼒
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 漢字を調べて書く手段を獲得できるようにする。 
・ 正しく書けた経験を積み重ね、「漢字を使⽤すること」への意欲を⾼める。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第４学年・国語（漢字の学習）︓漢字調べのためのアプリケーションの導入 
・ アプリ「常⽤漢字筆順辞典」、「7note」を活⽤した。 
・ ⽇常的に「書く」場⾯で、漢字が想起できない時に、確認の方法として活⽤した。 
・ 「7note」を使って予測変換から出てくる漢字の中から選択した。 
・ 書き順の詳細表⽰が必要な時は、アプリ「常⽤漢字筆順辞典」を使⽤した。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 「調べれば書ける」という⾒通しがもて、⽇常的に漢字を使うようになってきた。 
・ 確認して正しく書くことを繰り返すことで、想起できる漢字が増えてきた。 
・ 「確認して書くこと」への抵抗感が薄れることで、友達に聞く、親に尋ねるなど、分からな

いことを、そのままにせず解決しようとする姿勢が⾒られた。 

実践事例 漢字調べのためのアプリケーションの活⽤ 

東京⼤学先端科学技術研究センター
平成 23 年度 魔法のプロジェクト

「魔法のふでばこ」事例参照
 
※ 上記の事例では、⽇常的に調べることが定着し、

書く機会が増えたことで想起できる漢字が増えて 
いった。当初は、ほぼ平仮名しか使えなかったのが、
1 年後には、下のような⽂章を何も⾒ずに書けるよ
うになった。 
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有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
視覚的な情報と文章を合わせることで、相手
に伝わる経験を積み重ねる。 

 
画像で補うことで、⽂章にしたい情報を 

明確にする。 
画像の情報と短い⽂章を組み合わせるこ

とで、伝えたいことを整理する 

■活⽤事例２︓ 
画像や動画を活⽤することで、書きたい場面
の情報を補う。 

 
カメラ機能で撮った活動の写真や動画か

ら、⽂章にしたい場⾯を選び、視覚的な情報
から状況の想起を補い、⽂章を作っていく。

■活⽤事例３︓ 
選んだ視覚的な情報を書きたい順番に並べ
ることで、文章の構成に⾒通しをもたせる。

 
 

■活⽤事例４︓ 
場面の情報を⾒ながら、その時の状況や感じ
たことを音声入⼒していくことで、文章を書
きやすくする。 

 書きたいことが文章化できない児童への支援 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「文章表現」

支援のねらい 
・ 書きたい場⾯の情報を補うことで、⽂章を書くことを取り組みやすくする。 

困難さの背景 

・ 出来事をイメージ化することに困難さがあり、書きたい場⾯が思い浮かばない。 
・ ⾒通しをもつことが苦手で、⽂章の構成が思い浮かばない。 
・ 記憶に課題があり、⾃分の中で情報を保持しておくことが難しい。 
・ 語彙が少なく、場⾯に適した⾔葉が浮かびにくい。 
 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 書きたいことが浮かばず、⼀人では作⽂に取り組めない。 
・ 質問には短く答えることができ、「書いてごらん」と促すと短い⽂なら書くことができる。
・ 書いた内容を「もう少し詳しく書こう」と⾔っても、どうしていいのか分からない。 
・ 体験したことでも、「このようなことをしたよね」とヒントを出さないと、⾃分からは思い

浮かばないことがある。 
・ 気持ちを表す⾔葉や表現の幅が狭く、 どのような場⾯でも「楽しかったです」と書いてしま

う。 



31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 機器等による支援の目的 
・ 作品の⼀番⾒て欲しいところを選択させ、画像にすることで、相手に伝えたいことを焦点化

させる。 
・ 選んだ写真を⾒ながら⽂章を書くことで、書きたいことを明確にしていく。 
・ 画像と⽂章をセットにして発表することで、周囲に思いを伝えやすくする。 
 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第５学年・図画⼯作︓カメラ機能を使って、作品の写真を撮影 
・ ⼀つの作品でも、⾒る方向や写っている箇所により、伝わる情報が違うということを、 

教員が例⽰した。 
・ 色々な角度から撮影し、それを⽐較しながら選ぶことで、「⾃分が伝えたいこと」を 

焦点化していった。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 伝えたい内容が伝わる経験を重ねることで、⽂章化することへの意欲が⾼まった。 
・ 視覚情報を通して、教員と伝えたい内容を共有することにより、どのような⽂章で表せば 

良いのか⾃ら考えることができるようになった。 
・ 視覚情報を基に、⾔葉で表現する学習を積み重ねることで、語彙が広がった。 

実践事例 カメラ機能で撮った写真の活⽤ 
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語彙が少なく限られた表現で文章を作る児童への支援 

支援のねらい 
・ 気持ちや様⼦を表す⾔葉の選択肢を提⽰することで、多様な表現をできるようにする。 

困難さの背景 

・ 複数の情報を合わせて状況を把握することが苦手 
・ ⾔葉以外の相手の気持ちや状況を推し量ることが苦手 
・ ⾔葉は知っていても、それを意味する状況とつながって理解していない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 事実は書くことができるが、気持ちや様⼦を表す表現は、同じ⾔葉になることが多い。 
・ ⾒たままのことは書けるが、⾃分の考えや気持ちを付け加えながら書くことが難しい。 
・ ⾔葉通りに捉えてしまいがちで、⽐喩や皮肉が通じにくい。 
・ ⽇常のコミュニケーションの場⾯でも、相手の気持ちを推し量ることが苦手だったり、関係

の把握ができなかったりして、相手との気持ちがすれ違うことがある。 
・ 0 か 100 かという判断をしがちで、気持ちや状況の程度が理解しづらい。 
・ 説明書や図鑑を好み、物語はあまり読まない。 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「文章表現」

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例１︓ 
状況を表す⾔葉のバリエーションを広げる。
 
マインドマップアプリの活⽤ 
SimpleMind＋ 
 

 
最初の⾔葉や写真から、連想される⾔葉を

単語で書き込んでいき、⼀つの情報から多様な
表現が可能だという⾒通しをもたせる。 

「うれしい時」「悲しい時」などのテーマに
対して、どんな表現があるかを出し合ったり
本から探したりして、マインドマップにして
おき、作⽂を書く際に選択肢として活⽤する。

■活⽤事例２︓ 
テンプレートを活⽤して、多様な文章の 
書き方に慣れる。 

 
 Microsoft OneNote の活⽤ 
 
 

「感想を書くとき」や「⽇記を書くとき」
といった場⾯ごとに、⾃分なりの単語や 
⽂をテンプレートとして書きためておく。

書きためた単語や⽂から、作⽂を書く 
際に選択し、⽂章にしていく。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 気持ちや様⼦を表現する⾔葉を確認できるようにすることで、表現を広げていく。 

・ テンプレートを使うことで、目的に適した⽂章を書きやすくする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第５学年・国語 作文︓マインドマップアプリの活⽤ 
・ アプリ「Simple Mind ＋」を活⽤し、気持ちの⾔葉集めをすることで、気持ちを表現す

る⾔葉が多様にあることを知らせた。 
・ ⽂章の目的別テンプレート（「うれしい時」「悲しい時」等）を作成し、作⽂を書くときに

は、そこから選択し、使⽤するようにした。 
・ 「こんな⾔葉もあるかも」と思い付いたら、⾔葉集めに加えていくようにした。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ テンプレートから⾔葉を選択できることで、多様な表現を使おうとする意欲が⾼まった。 

・ 目的に応じたテンプレートがいつでも確認できることで、安心して作⽂に取り組めた。 

実践事例 マインドマップとテンプレートの活⽤ 

「うれしい時」に使う⾔葉を集めたマインドマップ

「好きなアイドルの紹介」カードを書いた
ときに使ったテンプレート 

「・・辞典を作ろう」という活動のときに 
使った、⾔葉の説明のためのテンプレート 
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文の構成が整わない児童への支援 

支援のねらい 
・ ⽂章を構成する単語や短⽂のつながりを視覚化することで、⽂章の組⽴てを整理しやすくす

る。 

困難さの背景 

・ ⾒通しをもつことが苦手で、⽂章の構成を整えることが難しい。 
・ ⾃分の中で情報を保持しておくことが難しい。 
・ 時系列で物事を捉えたり、念頭で流れを考えたりすることが苦手 
 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ ⽇常の会話に問題はなく、語彙も豊富だが、⽂章を書こうとすると時間がかかったり、書け
なかったりする。 

・ 書きたいことはあるが、⽂章に書こうとすると途中で分からなくなってしまう。 
・ 短い⽂章は書けるが、⻑い⽂章になると、何を書いているか分からなくなってしまう。 
・ 何から書き出したらいいのか分からず、⽂章を書く場⾯ではスタートに過度に時間がかかる。
・ ヒントや例⽰を聞くと、⼀⽂は考えて書くことができるが、そこからどう展開したらいい 

のか、前後とどうつながっていくのかなどの⾒通しがもてない。 
・ ⼀人で書き上げることができる⽂章量が、他の児童と⽐べて極端に少ない。 
・ ⽂章を書くことに対して苦手意識が強く、最初から取り組もうとしない。 
 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

Ⅱ 個別学習 ＞ 「文章表現」

■活⽤事例１︓文章の構成をマインドマップで視覚化して、確認できるようにする。 
 

「SimpleMind＋」を使⽤し、最初はテーマを構成ごとに分けておき(いつ・どこで・だれ
が・何を・どうしたとか、⼀番楽しかったことは、⼀番困ったことは、心に残っていること
は等)、単語や短い⽂書など、そのテーマについて思い付くものを入れていく。 

⽂章の材料となる⾔葉をつないで⽂章にしていく。 
慣れてきたら、集める⾔葉のテーマを⾃分で考え、枝分かれさせながら書きたい内容を深

めていく。 

■活⽤事例２︓視覚化した情報を並べ替えたり、入れ替えたりする。 
 
Simple Mind+の活⽤ 
ロイロノートの活⽤ 

入⼒した情報を読み返して伝わりやすいように整理していき、全体の構成の中で⽂章を 
考えていく体験につなげる。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 作⽂のテーマが入ったマインドマップに⾃分の考えや気持ちを入⼒させていくことで、思考

を整理できるようにする。 
・ 整理されたメモを⾒ながら⽂章を作っていくことで、⻑めの⽂章を整った構成で書けるよう

にする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

・ 書き上げたマインドマップを⾒直したり、入れ替えたりすることで、全体の構成を 
意識して⽂章を考えた。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 作⽂のテーマに沿って思い付いた⾔葉を数多く入れていくことで、作⽂に取り掛かり 

やすくなった。 
・ 全体構成のマインドマップを⾒ながら書くことで、⻑めの⽂章でも最後まで⾒通しをもって

書き上げることができた。 
・ 全体構成が視覚化されていて、推こうが容易となり、しっかりと考えてから⽂章にしていく

ことができたため、「書き上げた」という⾃信につなげていけた。 
・ 視覚化した構成メモを作ることが習慣化でき、作⽂だけでなく複雑な課題を考えたり、難し

い学習内容を理解したりすることができるようになった。 

実践事例 マインドマップを使った思考の整理 
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有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例︓文章題にある⽴式のためのキーワードとなる⾔葉が⽰す数の動きを、動画で視覚化
することで問題を捉えやすくする。 

 
 
Book Creator（電⼦書籍作成アプリケーション） 
（Red Jumper Limited） 
⽂章題にある数の動きを動画にしてまとめて視覚化する。 
演算決定をする場⾯で、確認できる情報として提供し、⽴式を助ける。 

 演算の決定ができない児童への支援 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「算数」 

支援のねらい 
・ 問題⽂の内容を視覚的に捉えられる情報を得ることで内容を理解し、⽴式できるようにする。

困難さの背景 

・ ⽂字情報だけでは問題⽂にある数の動きをイメージすることが困難である。 
・ 語彙が少なく、読めてもその⽰す内容が分からないものがある。 
 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 計算はできるが、⽂章題を理解し、正しく⽴式することが苦手 
・ 出てきた数字を順番に式に当てはめようとするため、「6-9=」（引くことができない） 

というような式にしてしまうことがある。 
・ 「合わせて」や「残りは」といった、演算の種類を⽰唆するような⾔葉があるときは 

⽐較的スムーズに⽴式できるが、そのような⾔葉がない場合、演算の種類が決められない。 
・ 応⽤問題で、出題方法が複雑になると⽴式することができなくなる。 
・ 他の教科においても、⽂章の内容理解に困難さがある。 
・ 問題⽂を読んで理解する場⾯だけでなく、⽇常⽣活の中でも、会話の⽂脈を取り違えたり、

状況を間違って認識したりすることがあり、周囲と誤解が⽣まれやすい。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 問題⽂で表されている⽴式するための数や量の動きを動画で確認できるようにすることで、

演算決定ができるようにする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○  
・ アプリ「Book Creator」を使って、動画教材を作成した。 
・ 数や量の変化をブロックの動きとして動画で表現し、演算決定を補助するための 

視覚教材を作成した。 
・ 視覚教材は電⼦書籍として保存した。 
・ 「あわせていくつ」「ふえるといくつ」「みんなでいくつ」「ぜんぶでいくつ」「のこりはい

くつ」「ちがいはいくつ」「どちらがなんこおおいかな」等の視覚教材を作成した。 
・ 演算決定の場⾯でキーワードとなる⾔葉のページを開き、数の動きを動画で確認して、 

⽴式できるようにした。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ ⽴式のための手⽴てがもてることで、意欲的に取り組めるようになった。 
・ 動画によって問題⽂を理解する経験を重ねていくことで、動画を⾒なくても、⾔葉から数の

動きがイメージできるようになってきた。 

実践事例 電⼦書籍作成アプリケーションの活⽤ 
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量感がイメージしにくい児童への支援 

支援のねらい 
・ ⻑さや重さ、量の単位を具体物とつなげた視覚教材を確認することで、単位の⽰す量が 

イメージできるようにしていく。 

困難さの背景 

・ ⽂字や数字の情報からだけでは、具体的な量を関連付けて捉えることができない。 
 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 「鉛筆の⻑さ」を問う問題で、単位に「m」と書くなど、明らかに違和感のある単位の選択
をしていても、その不⾃然さに気付きにくい。 

・ 具体物を伴わず数字や単位だけで量を⽐較するような課題に弱く、「654 と 645 のどちらが
多いか」とか「500 円で 503 円のクッキーは買えるのか」といった問題にすぐに答えること
ができない。 

・ 単位換算が苦手 
・ 数字の部分だけに反応して、単位のもつ意味がイメージできていない。 

Ⅱ 個別学習 ＞ 「算数」 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

■活⽤事例︓単位が⽰す具体的な量を、視覚化することで確認できるようにする。 
 
Microsoft PowerPoint を使⽤した「単位辞典」の作成 
「⻑さ」「かさ」「重さ」「広さ」といった⽰す量のグループごとに分けたファイルを作成 

する。 
その中に「㎜」「㎝」「m」「km」といった単位ごとのページを作る。 
それぞれのページに、その単位が⽰す身の回りのものの⻑さの写真を複数貼り付けていく。
単位の出てくる課題場⾯で、確認できる情報として活⽤することで、問われている場⾯の

状況をイメージしやすくする。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 身近な物に⻑さや単位が表⽰された資料を確認することで、単位が⽰す量のイメージをつか

ませる。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第２学年・算数（⻑さ）︓⻑さの単位辞典の作成 
mm（ミリメートル）、ｃｍ（センチメートル）、ｍ（メートル）で⽰される⻑さを身の回り

のものから探し、撮影してそれぞれのページにまとめていった。 
適切な単位を問われる問題に取り組むとき、⾃作の単位辞典にまとめた画像を⾒て、イメー

ジをもたせるようにした。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 具体的な画像を⾒て、確認を繰り返すことで、課題を⾒たときに画像を思い浮かべて、適切

な単位を選択することができるようになった。 

実践事例 ⾃作した⻑さの単位辞典の活⽤ 
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記憶や想起に困難さがあり⽴式ができない児童への支援 

支援のねらい 
・ 算数に出てくる重要語句や公式等が必要な時に確認できる方法を知り、それを活⽤すること

によって課題解決の経験を積み重ね学習意欲を向上させていく。 

困難さの背景 

・ 記憶することに困難さがあり、⾃分の中で情報を保持しておくことが難しい。 
・ 課題解決までの⾒通しをもつことが苦手で、解決への手順が思い浮かばない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 九九が覚えられない。 
・ 公式が思い浮かばなかったり、他のものと混乱したりして、⽴式を間違う。 
・ 繰り上がりや繰り下がりの計算の答えがスムーズに出てこず、計算間違いが多い。 
・ 学年が上がっても、計算時に指を使う姿が⾒られる。 
・ 「頂点」「辺」といった算数の語句が理解できていないため、問題⽂を読んでも正確に問題

を理解できていない。 
・ 既習事項が定着していないため、解決できない体験を重ねてきており、算数への苦手意識

を強くもっている。 

有効な支援方法と ICT 機器等の活⽤（例）

Ⅱ 個別学習 ＞ 「算数」 

■活⽤事例︓視覚的な情報とセットで、確認の方法をもたせる。 
 
Microsoft PowerPoint の活⽤ 

算数にでてくる重要語句や公式を、画像と合わせてまとめておき、確認の手⽴てにする。 
基本となる解決のプロセスを動画にし、それをファイルにまとめておくことで、困った時に

参照できるようにする。 
ファイルを「計算」「図形」といったカテゴリーに分けておくことで、確認したい時に探し

やすくする。 
新しい単元に入る前に既習事項について⼀緒にまとめていくことで、次の学習への⾒通しを

もちやすくするとともに、「あれはここにあるから確認すれば分かる」という安心感をもてる
ようにしていく。 
※ 確認の手⽴てをもつことで、⼀人で解決できたという経験を重ねられるようにしていく。
※ 情報をためていくことで、「これがあれば解決できる」という⾒通しがもてるようにして

いく。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ 既習事項を画像や動画で確認する方法をもつことで、⼀人で解決できるという⾒通しをもた

せるようにする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○ ⼩学校第６学年・算数︓既習内容をプレゼンテーションソフトにまとめる 
・ 重要語句や公式、解き方、作図の方法などを、プレゼンテーションソフトのスライドにま

とめた。 
・ 単元の学習の終了時、その都度作成してページを追加していった。 
・ 分かりやすい動画がインターネット上にあれば、そのリンクも貼り付け、参照できるよう

にした。 
・ 各単元のまとめの学習で、出てきた語句や公式などが分からなくなったときに、作成した

ファイルを開いて⾃分で確認し、課題解決のための資料として活⽤した。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 確認の方法をもつことで、⾃⼰解決への⾒通しができ、意欲的に課題に取り組むことができ

た。 

・ 確認して解決するというプロセスを積み重ねることで、⾃信をもって学習に取り組めるよう
になった。 

・ 図や動画があることで、理解がしやすくなった。 

実践事例 既習事項の⾃作スライドの活⽤ 

リンクをクリックすると、動画のサイトに移動する。 
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有効な支援方法と ICT テクノロジー（例）

■活⽤事例１︓ 
問題をカメラで撮影し、タブレット PC に 
書き込む。 

 
タブレット PC の基本機能 
Microsoft OneNote の活⽤ 
 
カメラ機能で記入する場所を拡⼤表⽰させ

ることで、書きやすくする。 
間違えたときも、戻るボタン等の機能を使

⽤し、ワンアクションで消すことができるよ
うにして取り組みやすくする。 

■活⽤事例２︓ 
手書き以外の代替手段として機器を活⽤ 
する。 

 
アプリ「数式パネル」(Windows)、 

「ModMath」(ios)の活⽤ 
 
枠に数字を入⼒し、桁を揃えて記入する

ことができるようにする。 
手書きからキーボード入⼒に代替する。
（平仮名入⼒・ローマ字入⼒、50 音スク
リーンキーボード、フリック入⼒） 

 桁を揃えて書けない、マスに字が書けない児童への支援

Ⅱ 個別学習 ＞ 「巧緻性」

支援のねらい 
・ タブレット PC を活⽤し、⾃分に合った⼤きさに拡⼤されたマスへ、⽂字を手書きで書くこ

とで、負担なく取り組めるようにする。 

困難さの背景 

・ どこから書き始めればいいのか、どこに書けばいいのかなどの⾒通しがもちにくい。 
・ 不器⽤さがあり、筆記具をうまくコントロールできない。 

困難さとして⾒られる姿（例） 

・ 書くことを嫌がる。 
・ ⽂字の形が整わず、後で読み返すことができない。 
・ 筆圧が安定しない。 
・ 「0 と 6」「7 と 9」など、似ている数字の⾒分けがつかない。 
・ ⾃分の書いた数字を⾒間違うことがある。 
・ 正しく計算していても桁をそろえて書けないため、⼩数点の位置などを頻繁に間違う。 
・ 筆算など、⾏程が多い計算でより間違いが増える。 
・ 不器⽤さが顕著で、消しゴムを使ってきれいに消せない。 
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ICT 機器等による支援の目的 
・ タブレット PC を使って代替入⼒をできるようにすることで、書き間違いや読み間違いを 

防ぐようにする。 

ICT 機器等の活⽤概要 

○  
・ 計算問題をカメラ機能で撮影し画像データにした。 
・ 撮影した計算問題の画像を手書き⽂字をデジタル化できるアプリケーションに 

貼り付けた。 
・ 記入マスを手元のタブレット PC で拡⼤し、入⼒した後に、縮⼩して元に戻した。 
・ アプリ「数式パネル」を使って、入⼒していった。 

ICT 機器等を活⽤した後の児童の変容
・ 問題が解けているのに、数字が正しく表記されておらず不正解になったり、⾃分で計算中に

書いた数字を読み間違えてしまったりといったことがなくなった。 
・ ⽂字の表記に関する間違いではなく、本来の間違いに気付き、やり直すといった学習活動が

できるようになってきた。 

実践事例 数式アプリケーションの活⽤ 

タブレット PC に取り込んだ課題の写真に数字を挿入する。 
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